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徳島県次世代育成支援行動計画

「徳島はぐくみプラン」（後期計画）

平成２２年3月策定

子どもたちを大切に育み、

子育ての喜びを分かち合える

徳島をめざして！

徳島の未来を創る子どもたちとの

みんなではぐくみ

約束①

はぐくむ

・家庭における子育て支援の充実

・地域の総合的な子育て力の充実

・保育サービス等の充実

約束②

ふれあう

・仕事と子育て両立のための

働き方の見直し、環境づくり

・男女が協力し合う子育ての推進

約束③

まもる

・母と子の健康づくり

・要保護児童・障害児への支援

・ひとり親家庭の自立の支援

・安全・安心なまちづくりの推進

約束④

すすめる

・未来を創る若者への支援

・教育環境の整備・充実

・県民の参画促進

児童虐待の相談対応件数は社会的な関心の高まりから平成23年度に過去最多を更
新している。徳島県の相談件数も高止まりである。
本県の出生数は第2次ベビーブームが到来した昭和４０年代からほぼ半減している。
合計特殊出生率（1⼈の⼥性が⼀生の間に出産する平均⼦ども数の推計）については、全国

は平成20年以降ほぼ横ばいだが、本県はまだ低い値ではあるものの3年連続で増加している。
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総合支援センター（実績）Ｈ２３

・結成団体数 ９団体

達成

（目標）Ｈ２３

・結成団体数 ９団体

課題 今後の取組み方針

・イベント等を開

催していない地域

においての子育て

支援者（団体）と

の連携

・既存の応援団に

対する継続した活

動支援

・子育て支援拠点施設や

これまでのネットワーク

を活かすとともに、「子

育て応援の匠」派遣事業

等を活用するなどして、

地域の子育て資源をつな

げ、「地域子育て応援

団」の育成を図る。

（目標）Ｈ２３

・実施市町村数 １３市町村

（実績）Ｈ２３

・実施市町村数 １１市町村

課題 今後の取組み方針

・実施にあたっ

ての人員・施設

の確保

・医療機関等に付設した

施設型の病児病後児保育

の推進

・１施設を複数の市町村

が利用できる広域利用の

推進

・一定の研修を受講した

看護師を保育が必要な病

児病後児の自宅等を訪問

する病児病後児サポート

事業の実施

未達成

「子育て総合支援センターみらい」が地域の団

体と連携し、高齢者や若者等が子育て支援に参

加する「地域子育て応援団」の結成等、地域に

おける住民主体の子育て支援ネットワーク構築

を支援する。

病児・病後児保育事業の推進とあわせ、看護協会

及びファミリー・サポート体制等との連携により

全県的な病児病後児の受入環境を整備する。



（目標）Ｈ２３

・全国トップクラスの堅持

（実績）Ｈ２３

・小学3年生修了まで

（全国6位）

課題 今後の取組み方針

・いわゆる「コン

ビニ受診」が増加

傾向にあり、救急

医療の適正な受診

についての普及啓

発活動が必要

・10月からの対象年齢拡

大により、「全国トップ

クラスを堅持」する。

・単独拡大済みの市町村

に対しては、自治体への

財政支援となることから、

更なる子育て支援施策の

充実を側面から支援する。

達成

平成24年10月から対象

年齢を「小学校修了」

までに拡大し、制度の

充実を図り、名称も

「子どもはぐくみ医療

費助成制度」と改める

こととした。

（実績）Ｈ２３

・１７市町村

（目標）Ｈ２３

・「養育支援訪問事業」

実施市町村数 １８市町村

課題 今後の取組み方針

・児童虐待防止

のため、市町村

要保護児童対策

地域協議会と連

携し、効果的な

運用を行うこと

が必要

・未実施市町村に対す

る働きかけ

要保護児童対策地域

協議会を活用し、必

要な支援を実施する

ことにより、児童虐

待の早期発見・早期

対応及び虐待防止に

向けた普及啓発を図

る。

未達成
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計画策定の基本理念計画策定の基本理念計画策定の基本理念計画策定の基本理念

４つの重点課題４つの重点課題４つの重点課題４つの重点課題



（実績）Ｈ２３

・４４４日

達成

（目標）Ｈ２３

・生きがいづくり推進員

活動延べ日数 ４００日

課題 今後の取組み方針

・生きがいづくり

推進員の多様な活

躍の場の創設

・「シニア応援サイ

ト」を活用した活躍の

場の創設

・シルバー大学校・大

学院において、高齢者

のニーズに合うように

講座を充実する

（目標）Ｈ２３

・介護支援専門員の養成者数

・5,300人（累計）

（実績）Ｈ２３

・5,428人

課題 今後の取組み方針

・受講者は就労

をしながら研修

を受けるため、

業務との調整に

苦慮している

・対象者が受講しやす

い実務研修の開催に努

める

（目標）Ｈ２３（累計）

・シルバー大学院

資格取得者数 ６００人

（実績）Ｈ２３

・６６９人

達成

高齢者自身が生きがいを持って豊かな高齢期を

創造できるよう生きがいづくりを支援するとと

もに、地域福祉を推進するリーダーを養成する。

達成



次世代育成支援のための経済的負担の軽減



発達障害者総合支援ゾーン発達障害者総合支援ゾーン発達障害者総合支援ゾーン発達障害者総合支援ゾーン（小松島市中田町）（小松島市中田町）（小松島市中田町）（小松島市中田町）

徳島赤十字徳島赤十字徳島赤十字徳島赤十字

ひのみね総合療育センターひのみね総合療育センターひのみね総合療育センターひのみね総合療育センター

心身に障害のある方が
利⽤できる、病院の機能を持った
社会福祉施設

医療医療医療医療

徳島県立みなと高等学園徳島県立みなと高等学園徳島県立みなと高等学園徳島県立みなと高等学園

高等学校段階の、病弱または
知的障害を伴う発達障害の生徒を
対象とする特別支援学校

教育・就労教育・就労教育・就労教育・就労

徳島県発達障害者総合支援センター徳島県発達障害者総合支援センター徳島県発達障害者総合支援センター徳島県発達障害者総合支援センター

ハナミズキハナミズキハナミズキハナミズキ

発達障害のある方やご家族に対し、相談
や支援を⾏う発達障害に関する総合窓口

総合支援総合支援総合支援総合支援

徳島赤十字乳児院徳島赤十字乳児院徳島赤十字乳児院徳島赤十字乳児院

さまざまな理由により
家庭で養育できない
乳幼児を養育する児童福祉施設

福祉福祉福祉福祉

相互相互相互相互にににに連携連携連携連携

「早期発見」「早期支援」「就労支援」を一体として行う、
「発達障害の総合的な支援拠点」



（実績）Ｈ２３

・73万2881人
達成

（目標）Ｈ２３（累計）

・７０万人

課題 今後の取組み方針

・適正なモニタリ

ングの実施、及び

モニタリング結果

の有効活用が必要

・今後もより一層、障

害者の自立と社会参加

を総合的に推進できる

場として、また、「交

流と活動の拠点」とし

て活用する。

平成18年オープン、

「障害者交流センター」、「視聴覚障害者支援セン

ター」、「障害者スポーツセンター」の複合施設。

また「障害者相談支援センター」が施設内に移転

（実績参考）Ｈ２２

・平均工賃順位 全国２位

・工賃（月額）17,426円

（目標）Ｈ２６

・平均工賃順位 全国１位

（目標）Ｈ２３

・工賃（月額）17,000円

課題 今後の取組み方針

・厳しい経済情

勢や民間競合に

さらされるなか、

ハードルは高い。

・徳島らしさを生かした共通コア商品

のレベルアップと新商品の開発

・アンテナショップの開設及び授産製

品取扱店の設置

・ショッピングセンター等との連携

・共同受注、共同生産、共同販売とブ

ランド戦略による効果的な販売促進

・企業等との連携を推進する支援ネッ

トワークの構築

・コンサルタントの派遣等による経営

改善

・専門家の派遣による技術向上支援

・事業所職員の意識改革

ＮＰＯ法人とくしま障害者授

産支援協議会の統一ブランド
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（実績）Ｈ２３

・表彰数 ４６件

・観光ユニバーサル大賞創設

達成

（目標）Ｈ２３

・表彰数 ３７件（累計）

（目標）Ｈ２４

・観光ユニバーサル大賞創設

課題 今後の取組み方針

・「とくしまユニ

バーサルデザイン県

民会議」を通じて、

県民・事業者・行政

が連携してそれぞれ

の自主的な取り組み

を促進するとともに、

普及啓発に努めるこ

とが必要。

・県のホームページや

「ユニバーサルデザイ

ン講座」等で周知を図

る。

・障害者等が安心して

外出できるよう「とく

しまユニバーサルデザ

インマップ」を作成し、

県のＨＰに掲載し情報

提供する。

（目標）Ｈ２３

利用可能駐車台数

・８５０台

（実績）Ｈ２３

・８３７台

課題 今後の取組み方針

・駐車場が、真に

必要としている

方々に適切に利用

されていない事例

が一部見受けられ

るため、制度の周

知が必要。

・利用証の東北から九

州までの制度実施府県

における相互利用に係

る周知

・関西広域連合への拡

大への対応

・四国連携事業

・高速SA・PAへの拡大
ほぼ達成

平成23年度は１３件の表彰を行った。

ＵＤ（まちづくり、ものづくり、意識づくり各部門）

観光ユニバーサル大賞（施設、製品、活動各部門）

（目標）Ｈ２３ 交付件数

・2,750件

（実績）Ｈ２３ ・3,865件

達成
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5555----4444 ユニバーサルとくしまづくりユニバーサルとくしまづくりユニバーサルとくしまづくりユニバーサルとくしまづくり

5555----5555 共助共生とくしまづくり共助共生とくしまづくり共助共生とくしまづくり共助共生とくしまづくり

（目標）Ｈ２３

障害者スポーツ指導員の派遣

・３６０件（累計）

（実績）Ｈ２３

・４８２件

課題 今後の取組み方針

・スポーツ指導員

の質、量の確保、

維持

・ニーズの把握

・質の高い指導員の養成

・ニーズにあった指導員

の派遣

達成 ノーマピック・スポーツ大会




